
【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
】

問
当
町
病
院
で
の
、
医
療
ひ
っ
迫
は
起
こ
っ

て
い
な
い
か
。

答
本
町
に
お
い
て
も
、
８
月
の
感
染
者
数
が

２
５
０
人
に
達
し
て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
を
踏
ま
え
、
町
内
に
あ
る
10
カ
所
の
医
療

機
関
に
対
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
に
よ
る
、
医
療
現
場
の
状
況
等

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
実
施
し
た
結
果
、
９

カ
所
の
医
療
機
関
か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

「
あ
な
た
の
医
療
機
関
で
、
現
在
、
医
療

ひ
っ
迫
は
起
こ
っ
て
い
ま
す
か
」
と
の
設
問

に
対
し
て
、
２
つ
の
医
療
機
関
が
「
は
い
」

と
の
回
答
で
あ
り
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、

「
発
熱
外
来
対
応
に
よ
る
、
外
来
の
通
常
診

療
の
遅
れ
」、「
宇
和
島
保
健
所
か
ら
の
依
頼

に
よ
る
自
宅
療
養
者
の
健
康
観
察
の
増
加
」、

「
陽
性
や
濃
厚
接
触
者
と
な
る
医
療
従
事
者

発
生
に
よ
る
人
員
不
足
」
等
の
ひ
っ
迫
状
況

を
訴
え
ら
れ
て
い
る
。

　

町
内
に
お
い
て
も
、
連
日
５
名
〜
10
名
程

度
の
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
深
刻
な
感
染
状
況
、
そ
し
て
、
医

療
現
場
の
危
機
的
な
状
況
を
強
く
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
が
感
染
リ

ス
ク
を
避
け
、
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
を

守
る
と
と
も
に
、
医
療
危
機
を
回
避
す
る
た

め
に
、
必
要
な
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
感
染
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
濃
厚
接
触
者

ま
た
は
感
染
者
の
待
機
期
間
は
、
現
在
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
濃
厚
接
触
者
の
待
機
期
間
は
、
陽
性
者
と

の
最
終
接
触
日
を
０
日
と
し
て
５
日
間
で
あ

る
。
た
だ
し
、
社
会
機
能
維
持
者
で
あ
る
か

否
か
に
関
わ
ら
ず
、
２
日
目
及
び
３
日
目
の

自
主
検
査
（
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る

検
査
）
で
陰
性
を
確
認
し
た
場
合
は
、
３
日

目
か
ら
解
除
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
感
染
者
の
自
宅
で
の
療
養
期
間
は
、

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
10
日
間
で
あ
っ

た
が
、
国
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ
の
新
た

な
段
階
へ
の
移
行
を
含
め
て
、
社
会
経
済
活

動
と
の
両
立
を
強
化
す
る
。」
と
し
て
、
９

月
７
日
か
ら
、
原
則
、
発
症
し
た
日
を
０
日

と
し
て
、
７
日
間
に
短
縮
し
た
。
ま
た
、
無

症
状
の
方
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
、
７

日
間
で
あ
っ
た
が
、
検
体
を
採
取
し
た
日
を

０
日
と
し
て
、
検
査
で
陰
性
が
確
認
さ
れ
れ

ば
、
５
日
間
で
解
除
可
能
と
な
っ
た
。

問
感
染
確
認
さ
れ
た
場
合
、
経
済
的
に
困
窮

し
、
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
る
が
、

支
援
策
は
な
い
の
か
。

答
現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
生
活
と
雇

用
を
支
え
る
た
め
の
様
々
な
支
援
策
を
掲
げ

て
い
る
。「
傷
病
手
当
金
」、「
雇
用
調
整
助

成
金
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
」
の
支
給
な
ど
、

生
活
費
や
事
業
資
金
に
お
困
り
の
方
や
、
感

染
に
よ
り
仕
事
が
減
少
し
た
方
、
仕
事
を
お

探
し
の
方
や
子
ど
も
の
世
話
が
必
要
で
就
業

で
き
な
か
っ
た
方
な
ど
、
働
く
方
の
み
な
ら

ず
、
国
民
の
皆
さ
ま
全
体
の
支
援
策
と
し
て
、

25
の
メ
ニ
ュ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
し
、
仕
事
を

休
ん
だ
り
、
休
業
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
に
よ

り
、
経
済
的
に
困
窮
さ
れ
た
場
合
の
支
援
制

度
と
し
て
、
無
利
子
・
保
証
人
不
要
の
特
例

貸
付
「
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金
」

制
度
や
、
そ
れ
ら
の
特
例
貸
付
を
利
用
で
き

な
い
一
定
の
世
帯
に
対
し
て
は
、
そ
の
住
所

を
管
轄
す
る
地
方
局
に
お
い
て
、「
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
金
」
支
給
制
度
な
ど
の
制
度

を
設
け
て
、
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
に
お
い
て
は
、
国
の
補
助
事
業

を
活
用
し
、
感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る

中
で
、
食
費
等
の
物
価
高
騰
等
の
実
情
を
踏

ま
え
た
支
援
の
観
点
か
ら
、「
住
民
税
非
課

税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
」
や

「
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
な
ど
の
給
付

金
の
支
給
を
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
方
税
に
お
け
る
減
免
制
度
と
し

て
、
大
規
模
な
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
収

入
が
減
少
し
た
方
を
支
援
す
る
た
め
、
世
帯

主
等
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
減
少
が

見
込
ま
れ
る
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
、
介

護
保
険
料
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
比
較

し
、
減
少
額
が
３
割
以
上
見
込
ま
れ
る
場
合

に
は
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
に
応
じ
た
減

免
割
合
で
減
額
、
ま
た
は
免
除
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
お
悩
み
は
、
一
人
一
人

が
異
な
る
も
の
で
、
国
・
県
等
の
支
援
策
も

含
め
、
必
要
な
支
援
が
で
き
る
窓
口
や
、
関

係
機
関
と
適
切
な
連
携
を
図
り
、
お
悩
み
に

寄
り
添
い
な
が
ら
、
解
決
に
向
け
た
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。

◆
赤
　
松
　
　
俊
　
二
　
議
員

【
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
に
つ
い
て
】

問
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
計
画
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
か
。

答
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
企
業
誘
致
と
し
て

事
業
化
に
向
け
た
協
議
・
検
討
を
進
め
て
い

る
。
令
和
３
年
３
月
に
、
経
済
産
業
省
か
ら

Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
）
の
認

定
を
受
け
た
後
、
令
和
３
年
９
月
に
、「
農

用
地
区
域
の
除
外
」
手
続
き
が
完
了
し
、
現

在
、
農
地
転
用
の
手
続
き
に
取
り
か
か
っ
て

お
り
、
計
画
と
し
て
は
遅
れ
気
味
で
は
あ
る

が
、
令
和
６
年
10
月
頃
の
稼
働
開
始
を
予
定

し
て
い
る
旨
の
説
明
を
受
け
て
い
る
。

問
町
が
行
う
側
面
的
支
援
と
は
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
支
援
な
の
か
。

答
燃
料
と
な
る
木
材
の
供
給
に
よ
る
森
林
整

備
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
町
内
の
林
業
事
業
体
お
よ
び
木

材
原
木
市
場
を
対
象
と
し
て
、
令
和
２
年
度

か
ら
、
林
業
新
規
就
業
者
支
援
事
業
を
開
始

し
て
い
る
。
加
え
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発

電
所
建
設
工
事
の
開
始
時
期
に
合
わ
せ
て
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
安
定
供
給
に
つ
な

が
る
林
業
機
械
等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
様
々
な
許
認
可
の
手
続
き
が
必
要
に
な

る
が
、
今
後
に
お
い
て
も
、
町
が
行
う
各
種

事
務
手
続
き
の
円
滑
な
処
理
等
に
よ
り
、
事

業
実
施
に
向
け
た
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問
燃
料
と
な
る
原
料
の
安
定
的
な
供
給
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
か
。

答
燃
料
と
な
る
木
材
の
安
定
供
給
を
図
る
た

め
、
町
内
の
林
業
事
業
体
及
び
木
材
原
木
市

場
を
構
成
員
と
す
る
「
鬼
北
町
木
質
資
源
有

効
利
用
協
議
会
」
を
、
平
成
30
年
６
月
に
設

置
し
て
、
木
材
の
安
定
供
給
の
た
め
の
協
議

を
開
始
し
、
令
和
３
年
に
は
、「
鬼
北
町
木

質
資
源
有
効
利
用
協
議
会
」
の
構
成
員
と
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
者
と
の
間
で
、「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
安
定
供
給
協
定
」
が
締

結
さ
れ
て
い
る
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の
森
林
整
備
に
お
い

て
発
生
し
て
い
る
未
利
用
材
が
燃
料
と
し
て

の
価
値
を
持
つ
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
活

用
・
運
搬
・
収
集
等
に
よ
る
燃
料
の
安
定
供

給
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
協
議
を
行
い
、

森
林
の
持
つ
多
面
的
な
機
能
が
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
燃
料
と
な
る
木
材
の
供
給
に

伴
う
森
林
整
備
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
消
防
水
利
に
つ
い
て
】

問
町
内
に
防
火
水
槽
68
基
、
消
火
栓
７
１
４

基
（
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
）
設
置
さ
れ

て
い
る
。
防
火
水
槽
の
表
示
板
が
赤
さ
び
て

全
く
見
え
な
い
箇
所
や
、
消
火
栓
ホ
ー
ス
格

納
箱
を
示
す
標
示
が
は
が
れ
て
い
る
箇
所
が

多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
点
検
を
行
い
整
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
消
防
水
利
に
係
る
表
示
板
等
に
つ
い
て

は
、
経
年
劣
化
等
に
よ
る
損
傷
箇
所
が
見
受

け
ら
れ
る
状
況
が
あ
る
の
で
、
消
防
団
と
協

議
を
し
て
、
出
来
る
だ
け
早
く
、
町
内
に
設

置
し
て
あ
る
表
示
板
の
点
検
を
実
施
し
、
修

繕
等
の
対
応
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
防
火
水
利
の
位
置
情
報
は
、
ど
の
よ
う
に

消
防
団
や
自
主
防
災
組
織
に
周
知
共
有
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
町
内
に
お
け
る
防
火
水
槽
や
消
火
栓
な
ど

の
設
置
個
所
の
位
置
情
報
に
関
し
て
は
、
現

在
、
危
機
管
理
課
に
お
い
て
、
地
図
上
に
設

置
個
所
を
表
示
し
た
も
の
を
作
成
し
、
管
理
・
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